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中学校第２学年社会科（歴史的分野）学習指導略案 

 
令 和 ６ 年 ６ 

 

 

 

１ 単元名（新しい社会 歴史 東京書籍） 

  江戸幕府の成立と対外政策 

 

２ 本時の目標 

  ○ 幕府や藩が行った被差別身分の人々に対する様々な制限や規制は，被差別身分の人々への差別  

意識を強める働きをしたことを理解する。（知識及び技能） 

○ 被差別身分の人々が，不合理な差別の中で様々な仕事を担い社会を支えていたことを理解し，

差別の中を生き抜いた生き方や，身分制度について考えたことを表現する。 

（思考力・判断力・表現力等） 

 

３  授業の実際 

学習

過程 
主な学習活動 

時間 

(分) 
◆指導上の留意点・学習資料 

 

導 

 

入 

 

１ 本時の学習課題を設定する。 

 

 身分制度が確立する中で，被差別身分

の人々はどのように生きていたのだろう

か。 
 

3 ◆ p.117「差別された人々」を読み，前

事を振り返る。 

◆ 誰から支配を受け，誰から差別され

ていたのかを確認する。 

 支配：武士  

差別：全ての身分の人々 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 厳しく差別されてきた身分の人々がど

のような仕事をし，どのような差別を受け

ていたかについて調べる。 

 

 ・ 差別されてきた人々がどのような仕事

をしていたのか確認する。 ＜視点１＞ 

  ・ 死牛馬の解体，皮革業，雪駄生産 

  ・ 治安，役人の下働き 

  ・ 芸能，雑業，井戸掘り など 

 

 

 

 

 

３ 資料を基にどのような差別を受けてい

たかについて調べる。  ＜視点２＞ 

 ・ 百姓や町人からの差別（村の運営や祭

礼への参加の禁止） 

 ・ 幕府や藩による様々な規制（住む場所

や職業の制限，服装などの規制） 

 

・ 差別意識が強められていったことに気
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５ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

【視点１】 

人々の生活を支え，文化の創造・継承 

に努めてきたことに気付く。 

◆ 被差別身分の人々の様々な仕事を調

べることで，人々の生活に必要な仕事

を担っていることに気付けるようにす

る。 

 学習資料①（被差別身分の人々が行っ

ていた仕事） 

 

【視点２】 

厳しく差別されてきた身分の人々へ 

の差別の不合理さについて考える。 

◆ 他の人々の生活を支えたにも関わら

ず，差別が制度化され，差別意識が強

められていったことに気付けるような

問いかけをする。 

・ 学習資料②（被差別身分の人々を取

り締まる法令） 



 

【授業に当たっての留意点】 

○ 同和問題（部落問題）の歴史と授業のポイントについて 

  令和５年度版人権教育研修資料「なくそう差別 築こう明るい社会 様々な人権課題」ｐ.17～

24を参照する。 

 ○ 被差別身分呼称（賤称語）の取り扱いについて 

令和６年度版人権教育研修資料「なくそう差別 築こう明るい社会 様々な人権課題」ｐ.９～

10 を参照する。被差別身分呼称（賤称語）が教科書に掲載されている意味についての理解を深め，

授業を展開するに当たっては，差別をなくすためにどうしたらよいかを考え合う授業になるよう留

意する必要がある。学級や学年の実態に応じた柔軟な授業展開が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

開 

付かせる。 

 

 

４ これまでの学習を基に，差別の不合理さ

と，その中で生き抜いた人々の思いについ

て話し合う。        ＜視点３＞ 

 

 ⑴ 資料３を読みながら，誇りをもって生

きていると感じた部分に線を引く。 

 

⑵ 資料を基に，不合理な差別の中で生き抜

いた人々の生き方や思いについてグルー

プで話し合い、まとめる。 

  ・ 差別への怒り 

  ・ 差別に負けない心 

・ 生き抜く力 

  ・ 技術を高める 

 

⑶ まとめたことを発表する。 

 

⑷ 差別が 260 年続いたことについて考え

る。 

 ・ 人々はなぜ差別したのだろうか。 

 ・ 江戸時代のシステムをどのようにす

ればよかったか。 
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【視点３】 

厳しく差別された身分の人々が不合 

理な差別の中を，どのような思いで生き

てきたかを理解する。 

◆ 差別が当たり前だった時代に，堂々

と自分の仕事を行った人々の強さやた

くましさに気付けるよう助言する。 

◆ 太鼓作りを担いながらも祭りへの参

加を拒まれたことや，武士の命を守る

鎧を作りながらも武士から支配・差別

されたこと等から差別の理不尽さを捉

えられるようにする。人々の生活を豊

かにし，命を支える仕事を担っていた

事実と差別の事実を比較しながら，人

が人を差別することについて考え合う

ことができるようにする。 

・ 学習資料③「誇りをもって生きる」 

 

◆ この差別がこの後多くの人々を苦し

め，江戸時代が終わった後も様々な差

別に反対する運動が起き，現在も続い

ていることを補足する。 

 

 

終 

 

末 

５ 本時の学習についてまとめる。 

 不合理な差別の中，様々な仕事や役割で

社会を支え，たくましく生き抜いた。 

 

６ 本時の学習の振り返りを行う。 

※ 授業を通して感じたことや，これからど

のような行動をとりたいかを書かせる。 
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◆ 板書の中で，ポイントとなる言葉を

確認しながら，学習をまとめる。 

 

◆ 被差別身分呼称について，この言葉

を教科書に載せることで差別をなくせ

る子どもたちを育ててほしいという思

いを丁寧に伝える。 


